
レインオンスノーの検討方法 

 

① 降水量の抽出 

諏訪観測所 

 過去 10 ヵ年の積雪期間(11 月～3月)における日最大降水量 

 → 2018 年 3 月 60.5mm 

 → 2018 年 3 月 5 日 

この実績降雨を用いて検討を行う。 

 

② 積雪量の抽出 

諏訪観測所（霧ケ峰は積雪観測無し） 

 過去最大の月最深積雪 69cm（2001 年 1月 27 日） 

  →2001 年 1 月の日ごとの積雪量から、一日で最大 11cm 解けている。 

  →最大の融雪量を 11cm とし、降水量に換算する。 

   降雪量(cm)＝雪水比（cm/mm）×降水量(mm) 

   降水量(mm)＝降雪量 11cm / 0.3（下表より）＝37mm 

 

 

図 地上気温と雪水比の散布図及びロジスティック回帰曲線 

(気象庁における降雪量ガイダンスより) 
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③ 積雪量の降雨波形への換算 

降雨開始当初に雪が全て解け、洪水到達時間（20min）ですべて流出するものとして降

雨波形を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 降雨量と積雪量から換算した降雨量をあわせた降雨波形により、調整池容量の検討を

行う。 

 

検討の結果、必要容量は 26,658m3 となった。 

調整池 A の計画容量は 57,897m3 であることから、積雪を考慮した場合にも問題はな

い。 
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